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霧
島
市
の
ご
み
の
減
量
や
分
別
が
十
分
と

は
い
え
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。全

国
の
ご
み
排
出
量
が
減
少
傾
向
の
中
、

霧
島
市
は
微
増
を
続
け
、
全
国
平
均
よ
り
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
１
）。
さ
ら
に

昨
年
秋
、
市
が
実
施
し
た
※

ご
み
組
成
分
類

調
査
（
以
下「
調
査
」）で
は
、
可
燃
ご
み
の

中
に
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
ご
み
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

第
一
工
業
大
学
自
然
環
境
工
学
科
教
授
で
、

ご
み
の
再
資
源
化
を
専
門
に
研
究
す
る
石
本

弘ひ
ろ

治じ

さ
ん（
63
）は
「
可
燃
ご
み
に
混
ざ
る
資

源
ご
み
が
減
れ
ば
、
資
源
は
有
効
活
用
さ
れ
、

保
管
す
る
土
地
に
限
り
が
あ
る
焼
却
灰
も
減

る
な
ど
一
石
二
鳥
で
す
。
一
方
、
ご
み
は
毎

日
出
る
も
の
。
効
果
的
な
ご
み
減
量
法
を
知

り
、
コ
ツ
コ
ツ
実
践
し
て
い
く
し
か
な
い
」

と
訴
え
ま
す
。

水
切
り
で
生
ご
み
が
１
割
減

一
般
的
に
、
可
燃
ご
み
の
大
部
分
を
占
め

る
の
が
残
飯
な
ど
の
生
ご
み
で
す
。
市
の
調

査
に
よ
る
と
、
可
燃
ご
み
の
う
ち
、
生
ご
み

は
家
庭
で
27
・
８
％
、
事
業
所
で
27
・
４
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

生
ご
み
の
重
さ
の
８
割
以
上
を
占
め
る
と

い
わ
れ
る
の
が
水
分
。
ご
み
の
臭
い
の
元
に

な
り
、
焼
却
施
設
の
燃
焼
効
率
を
著
し
く
低

下
さ
せ
る
、
最
も
余
計
な
ご
み
だ
と
指
摘
す

る
石
本
さ
ん
は
「
水
分
が
多
い
ご
み
を
燃
や

す
の
は
、
水
を
燃
や
す
よ
う
な
も
の
で
す
。

時
間
と
コ
ス
ト
が
掛
か
り
、
非
常
に
効
率
が

悪
い
。
必
ず
実
践
し
て
ほ
し
い
の
は
『
生
ご

み
の
水
分
を
絞
る
』
こ
と
。
そ
れ
だ
け
で
約

１
割
の
水
分
を
カ
ッ
ト
で
き
、
焼
却
施
設
の

運
営
費
軽
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
は
ず
で

す
」
と
促
し
ま
す
。

資
源
化
で
収
益
増
、
維
持
費
減

市
の
調
査
に
よ
る
と
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ

る
資
源
ご
み
の
内
訳
は
、
紙
類
が
51
・
２
％
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
（
以
下�

「
そ
の
他た

プ
ラ
」）
が
46・
８
％
と
２
品
目
で

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
２
）。

市
で
は
資
源
ご
み
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
資
源
と

し
て
売
却
さ
れ
た
利
益
の
一
部
は
、
市
の
収

入
と
な
り
、
環
境
美
化
の
た
め
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
２
品
目
が
全
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
収
益
が
現
在
の
約

１
千
万
円
か
ら
倍
以
上
に
な
る
と
試
算
し
て

い
ま
す
。
石
本
さ
ん
は
「
可
燃
ご
み
が
減
る

と
ご
み
の
運
搬
回
数
や
運
搬
車
の
燃
料
費
も

減
る
た
め
、
委
託
料
の
削
減
も
可
能
」
と
期

待
を
込
め
ま
す
。

残
す
な
、
次
世
代
へ
の
ツ
ケ

ご
み
の
減
量
や
分
別
が
進
ま
な
い
背
景
に
、

石
本
さ
ん
は
「
面
倒
く
さ
い
」「
誰
か
が
や

る
は
ず
」「
分
別
を
理
解
し
て
い
な
い
」
と

い
っ
た
個
人
の
意
識
の
問
題
が
横
た
わ
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

「
分
別
回
収
の
成
果
に
応
じ
て
地
域
に
対

価
を
支
払
う
制
度
を
導
入
し
た
全
国
の
自
治

体
も
、
今
は
成
果
に
陰
り
が
見
え
ま
す
。
利

益
で
は
ご
み
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
ご
み

の
捨
て
方
を
誤
れ
ば
、
使
っ
た
資
源
は
増
え

る
こ
と
な
く
、
燃
や
し
た
灰
は
増
え
続
け
ま

す
。
私
た
ち
の
行
動
が
、
将
来
の
世
代
に
ツ

ケ
を
回
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
今
回
の
市

の
調
査
で
、
私
た
ち
の
意
識
が
変
わ
る
の
か

が
試
さ
れ
て
い
ま
す
」

※�平成27年9月14日～ 10月14日のうち7日間に、
敷根清掃センターと未来館（伊佐市）に搬入された
ごみから各地域200㎏ずつ採取し分析。

昨
年
秋
に
実
施
し
た
霧
島
市
の
調
査
で
、

焼
却
さ
れ
る
ご
み
の
中
に

資
源
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
が
、

家
庭
で
約
25
％
、

事
務
所
や
飲
食
店
な
ど
の
事
業
所
で
約
40
％
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
市
の
ご
み
排
出
量
は

全
国
平
均
よ
り
多
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
ご
み
問
題
。

き
ち
ん
と
捨
て
れ
ば
、
き
ち
ん
と
減
る「
ご
み
」。

あ
な
た
は
き
ち
ん
と
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

第一工業大学  自然環境工学科教授

石本 弘
ひろ

治
じ

さん（63）国分在住
京都府生まれ。工学博士（北海道大学）。お茶殻など廃棄物の
再資源化技術とその利用方法に関する研究を進める。

全国、県、霧島市の１人１日当たりのごみ排出量

市内の可燃ごみに占める資源ごみ・不燃ごみの割合

990
980
970
960
950
940
930
920
910
900
890

22年度

0 20 40 60 80 100

家庭から

鹿児島県

資源ごみ 不燃ごみ 可燃ごみ

全国 霧島市

23年度 24年度 25年度 26年度（平成）

（%）

（g）

0 20 40 60 80 100

資源ごみの内訳

（%）
紙類 その他その他プラ

グラフ1

グラフ2

第一工業大学の公開講座で石本さんが
本当のリサイクルとは何かを考える
の演題で講義を行います。
◦日時＝10月15日（土）午前９時45分～ 10時45分
◦場所＝第一工業大学５号館
��問＝第一工業大学  ☎（45）0640

事業所から

51.2

26.9

39.3 0.4 60.3

1.6 71.5

46.8 3.0

霧島市 ごみ組成分類調査 検索

◎ ごみ組成分類調査の結果は、市ホーム
ページでご覧いただけます。

減
ら
ぬ
ご
み

未
来
に
積
も
る

エ
ゴ
の
ツ
ケ
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食
材
の
有
効
活
用
や
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
な

ど
、
主
婦
の
目
線
で
環
境
問
題
な
ど
に
取
り

組
む
グ
ル
ー
プ
「
霧
島
市
生
活
学
校
」。
前

会
長
の
田
中
セ
ツ
子
さ
ん（
78
）に
、
す
ぐ
に

効
果
が
上
が
る
ご
み
減
量
や
分
別
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

完
璧
を
求
め
ず
、ま
ず
実
践

田
中
さ
ん
が
生
ご
み
の
水
分
を
絞
る
と
き

に
活
用
す
る
の
が
、
魚
や
肉
な
ど
を
買
う
と

大
抵
付
い
て
く
る
ナ
イ
ロ
ン
袋
。
調
理
後
の

野
菜
く
ず
な
ど
を
入
れ
た
後
、
袋
の
下
隅
部

分
を
３
㍉
程
度
切
り
、
水
が
出
な
く
な
る
ま

で
絞
り
ま
す
。「
手
が
汚
れ
な
く
て
便
利
」

と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

水
分
を
カ
ッ
ト
し
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す

に
は
、
市
が
購
入
費
を
助
成
す
る
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
も「
大
き
な
成
果
が
見
込
め
る
」

と
勧
め
ま
す
。

資
源
ご
み
は
「
何
が
資
源
ご
み
に
な
る
の

か
」
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
田
中
さ
ん
。

お
菓
子
の
小
分
け
包
装
な
ど
の
そ
の
他
プ
ラ

は
、
台
所
に
掛
け
た
小
さ
な
袋
に
一
度
た
め

て
お
き
、
ま
と
め
て
指
定
袋
に
移
す
と
便
利
。

ス
ペ
ー
ス
を
取
り
が
ち
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

「
横
方
向
に
つ
ぶ
す
と
指
定
袋
に
倍
程
度
入

る
よ
う
に
な
り
、
捨
て
る
回
数
も
減
り
ま
す
。

た
だ
し
縦
方
向
に
つ
ぶ
す
と
施
設
が
処
理
で

き
な
い
の
で
禁
物
。
空
き
缶
も
、
つ
ぶ
す
と

異
物
の
混
入
を
確
認
で
き
な
く
な
る
の
で
禁

止
で
す
」
と
注
意
し
ま
す
。

よ
く
迷
う
の
が
、
油
の
容
器
な
ど
の
そ
の

他
プ
ラ
。「
油
や
落
ち
に
く
い
汚
れ
が
付
い

た
そ
の
他
プ
ラ
は
資
源
に
な
ら
な
い
の
で
、

可
燃
ご
み
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
容
器
に
記
さ

れ
て
い
る
マ
ー
ク
に
従
う
こ
と
が
肝
心
で
す
」

自
治
会
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
回
収
日

前
に
資
源
ご
み
が
た
ま
っ
た
と
き
は
「
直
接

施
設
に
持
ち
込
む
か
、
店
頭
回
収
を
利
用
し

て
」
と
話
す
田
中
さ
ん
。
ご
み
の
分
別
方
法

や
処
理
施
設
の
場
所
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ

れ
て
い
る
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

「
慣
れ
な
い
う
ち
は
完
璧
な
分
別
な
ん
て

で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
市
の
調
査
で
混
入
が

目
立
っ
た
紙
類
や
そ
の
他
プ
ラ
の
分
別
だ
け

で
も
実
践
し
ま
し
ょ
う
」

「
無
駄
を
無
く
す
」が
鉄
則

田
中
さ
ん
が
一
番
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

「
ご
み
を
生
ま
な
い
こ
と
」。

「
最
小
限
の
買
い
物
に
と
ど
め
、
料
理
は

食
べ
切
る
分
だ
け
作
る
こ
と
が
大
切
。
一
人

前
ず
つ
皿
に
盛
る
こ
と
で
、
食
べ
残
し
も
減

ら
せ
ま
す
。
さ
ら
に
食
べ
過
ぎ
防
止
で
肥

満
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
一
石
二
鳥
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
は
水
筒
に
変
え
、
買
い

物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
す
。
例
え

ば
靴
購
入
時
の
紙
箱
な
ど
は
断
る
な
ど
、
家

に
ご
み
の
元
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
、
何

よ
り
楽
で
エ
コ
に
な
り
ま
す
」

ご
み
問
題
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
を
考
え

た
今
回
の
特
集
。
一
人
一
人
が
限
り
あ
る
資

源
や
ご
み
処
理
場
の
存
在
に
関
心
を
寄
せ
れ

ば
、
き
っ
と
ご
み
の
捨
て
方
の
思
慮
「
分ぶ

ん

別べ
つ

」
が
身
に
付
く
は
ず
で
す
。

私
た
ち
が
出
す
ご
み
の
ツ
ケ
を
次
の
世
代

に
回
さ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
み
の
減
量

と
分
別
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

減量と分別、
はじめの一歩
ごみの減量や分別は、
一人一人の小さな積み重ねが大きな効果を生みます。
まずは簡単にできることから始めましょう。

汚れているものや分別されていない資源ご
みは再資源化できません。ここでは運

ばれてきた資源ごみを一つ一つ手作業で最終
的な検査を行い、再生資源の材料として精製、
出荷しています。再資源化できない資源はごみ
にせざるを得ず、資源を有効活用するという「分
別」本来の目的を果たせません。ぜひ分別の
方法を守ってほしいです。事前の予約で、リサ
イクルセンターの見学もできますよ。
問＝天降川リサイクルセンター  ☎（42）1304

市の助成を受けて処理機を利用し３か月
が経ちました。２日分の生ごみをまとめ

て処分しています。処理後は生ごみの水分が
飛んでカラカラに。ごみの量が３分の１に減
り、重さもごみ出しの回数も減ったのを実感し
ています。臭いもほとんどしません。就寝中に
使うので、電気代は安くで済むし、音も特に気
になりませんよ。処理後は家庭菜園の肥料に
なり、トマトやキュウリが立派に育ちました。今
ではわが家に欠かせません。

■電気式生ごみ処理機助成
　市では電気式生ごみ処理機の購入額の
２分の1（上限３万円）を助成しています。

■古着のリサイクル
　衣類やタオル、下着などで、洗ってあ
るものをリサイクルします。直接、施設
へ持ち込んでください。
◦ 場所＝㈱山﨑紙源センター（隼人町住
吉202-3）☎（43）6668

◦ 時間＝平日／午前８時30分～午後４
時30分、土曜／午前８時～午後３時
※日・祝・年末年始は休み。

■出前講座
　ごみの分別収集やリサイクルについて、
市職員が詳しく説明します。
◦ 日時＝毎日（年末年始を除く）午前９時
～午後９時のうち２時間程度

◦ 場所＝市内で申込者の指定する場所
◦ 対象＝市内に在住または通勤している
人で10人以上のグループ、団体

��問＝環境衛生課  ☎（64）0961
※�詳細は問い合わせるか、市ホームページをご
覧ください。

㈱国分隼人衛生公社
天降川リサイクルセンター勤務

花田 裕
ゆ う

司
じ

さん（30）隼人町在住

電気式生ごみ処理機利用者
主婦

日置 麻衣子さん（35）溝辺町在住

生ごみ処理機が大活躍皆さんの努力が環境に貢献

田中 セツ子さん（78）国分在住
市環境対策審議会委員、市生活排水対策推進員を
務める。霧島市生活学校前会長。

油が付着したものは
可燃ごみ。キャップ
とラベルはその他プ
ラへ。横方向につぶ
してもよい（縦方向
は禁止）。
※ 空き缶はつぶして

はいけない。

食料品や商品などの
プラスチック製容器・
包装。汚れが取れに
くいものは可燃ごみ
へ。レジ袋などに二
重に入れない。家電
などの厚手の発砲ス
チロールや容器包装
でないプラスチック
製 品（ 歯 ブ ラ シ、洗
面器、ハンガー、おも
ちゃ、ＣＤなど）は可
燃ごみへ。

特に守ってほしい、資源ごみの出し方

ガムテープ、止め金具、送り状
（カーボン）などは取り除く。

※紙類は紙ひもで十字に縛る。　
雨天時も回収します。

菓子箱、包装紙、コピー用紙（感熱
紙は除く）、ティッシュ箱、カタログ、
はがきなども含む。ビニールコー
ティングされた表紙・カバー、しお
り紙、硬い紙、厚い表紙、ガムテー
プなどは取り除いて可燃ごみに。

プラスチックの飲み口などは取り
除きその他プラで出す。パックは
洗って開き、乾燥させる。アルミ・
ビニールでコーティングされたも
のは可燃ごみに。

紙類 その他プラスチック製容器包装

ペットボトル

新聞紙 ･チラシ

段ボール

雑誌等 紙パック

減らぬごみ  未来に積もる  エゴのツケ

詳しくは、各戸に配布しているごみカレンダーか
市ホームページをご覧ください。

縦
方
向

横
方
向
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写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

末永 正
ま さ

徳
の り

さん（68）  牧園町高千穂、写真歴３年

松村  真さん（50）  隼人町姫城、写真歴３年

午前８時頃、隼人町の新川発電所近くでの１枚です。 
前日に雨が降っていたので川の流れが速く、絞りに注
意し三脚を据えて撮影。写真奥の深緑が太陽の光
で白くならないように、光を抑えるNDフィルターを使いま
した。子どもの頃から山や川、花など自然が大好き。こ
れからも四季折々の霧島市の姿を捉えていきたいです。

【撮影データ】絞り22　シャッター30秒　ISO100

以前から夕焼けを背景に飛行機を撮りたいと考えてい
ました。この日は天気が良かったので、滑走路が見え
る空港の東側へ。誘導灯の光線が鮮やかに出るよう
に絞りを調整し、ISO感度は上げ過ぎて画質が荒くな
らないよう注意しました。今後もシャッターチャンスを逃
さず、霧島市の自然や風景などを収めていきたいです。

【撮影データ】絞り22　シャッター1/40　ISO1600

清流の奥新川渓谷

夕景と地上の星

新たな祝日となった８月11日の「山の日」に、
えびの高原や高千穂河原で「霧島山モンテフェ
ス2016」が開催され、大勢の人でにぎわいまし
た。ガイドの案内でえびの岳や池巡りコース、
中岳探勝路などのトレッキングがあり、夫婦で
参加した志布志市の有馬智哉さん（52）は「涼し
い風が吹いて気持ち良かった。季節ごとにまた
訪れたいです」と笑顔を見せました。

俳優・プロデューサーの西田聖
せい

志
し

郎
ろう

さん（61）、女優・声優の重
しげ

田
た

千穂子さん（59）、指揮者の下野竜
たつ

也
や

さん（46）が「おじゃんせ霧島大使」
に就任しました。同大使は、霧島市の魅力を市外へ紹介、宣伝するなど、市のイメージアップや定住促進につながる役割を担っています。

これまで任命されている大使は、辛島美登里さん、井上一
かず

樹
き

さん、白鵬翔関、堤
つつみ

剛
つよし

さん、陸
みちのく

奥一博さん、猫ひろしさん、生島ヒロシさん
の７人です。

霧島市の魅力を全国へＰＲ
第８代、９代、10代のおじゃんせ霧島大使誕生

「山の日」に霧島を楽しむ

少林寺流錬心舘全国空手道選手権大会が７月、広島で開
催。小学校高学年型の部で天降川小学校５年の岡留結

ゆ

衣
い

さん
（11）（写真前列右）が優勝、富隈小学校５年の上

かみ

村
むら

仁
じん

志
し

君（11）
（同左）が敢闘賞（ベスト８）、中学校型の部で隼人中学校３
年の上

かみ

村
むら

大
たい

心
しん

君（14）（写真後列右）が優勝、一般女子の部で
谷口麻

あさ

美
み

さん（29）（同左）が準優勝を果たしました。

大隅横川駅平和コンサートが７月30日、同駅であり約200
人が訪れました。地元の小中学生が平和へのメッセージを発
表、朗読グループによる特攻隊員の遺書の朗読や霧島国際音
楽祭の受講生らによるフルート演奏などがありました。実行
委員長の愛甲信雄さん（56）は「駅舎の柱には、戦時中の戦闘
機による弾痕が残っています。これからも平和の尊さを発信
していきたい」と力を込めました。

第９代霧島ふるさと大使の新しい制服のお
披露目会が８月４日、隼人町のさつきブライ
ダル本店でありました。制服は㈲セイナさつ
きブライダルがプロデュースし提供。代表取
締役の米德さつきさん（77）は「霧島の豊かな
自然と太陽をイメージしました。これから１
年間、霧島市のPRを頑張ってほしい」とエー
ルを送りました。

ふるさと大使新制服を披露

錬れ
ん

心し
ん

舘か
ん

県
代
表
が

全
国
で
入
賞

横
川
か
ら

平
和
の
尊
さ
を
発
信

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times

牧
園
町
出
身
。
日
本
工
学
院
専
門
学
校
演
劇
科

を
卒
業
後
、
劇
団
テ
ア
ト
ル
・
エ
コ
ー
に
入
団
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ『
コ
メ
デ
ィ
ー
お
江
戸
で
ご
ざ
る
』
な
ど
に
出

演
。
平
成
27
年
に
西
田
聖
志
郎
さ
ん
と
共
に
舞
台「
霧

島
の
花
嫁
」に
出
演
。

鹿
児
島
市
出
身
。
世
界
的
に
活
躍
す
る
指
揮
者
。

来
年
度
か
ら
広
島
交
響
楽
団
音
楽
総
監
督
に
就

任
予
定
。
霧
島
国
際
音
楽
祭
で
は
、
指
揮
マ
ス
タ
ー
ク

ラ
ス
の
講
師
や
演
奏
会
指
揮
者
と
し
て
活
躍
し
、
小
中

高
校
の
吹
奏
楽
指
導
も
行
う
。

第９代
重田 千穂子さん（59）

第10代
下野 竜也さん（46）

鹿
児
島
市
出
身
。
小
学
５
年
生
を
隼
人
町
で
過

ご
す
。
昭
和
56
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
海
峡
」

で
俳
優
デ
ビ
ュ
ー
。
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」「
龍
馬
伝
」

な
ど
に
出
演
。
平
成
27
年
に
霧
島
を
舞
台
に
し
た「
霧

島
の
花
嫁
」を
企
画
、
出
演
。

第８代
西田 聖志郎さん（61）
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今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
合

体
育
大
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
で
二
連
覇
を
達
成
し
た
鹿
児
島
城
西
高

校
。
チ
ー
ム
の
要
で
あ
る
セ
ッ
タ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
の
が
、
主
将
で
３
年
の
小
野
宙ひ

ろ
む

君

（
17
）で
す
。

２
人
の
兄
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の

を
き
っ
か
け
に
小
学
２
年
の
と
き
に
少
年
団

に
入
部
。
最
初
は
、
体
力
づ
く
り
の
た
め
で

し
た
が
、
い
つ
し
か
高
く
跳
ん
で
ボ
ー
ル
を

打
つ
ア
タ
ッ
カ
ー
の
か
っ
こ
よ
さ
に
魅
了
さ

れ
、
隼
人
中
学
校
に
入
っ
て
も
ア
タ
ッ
カ
ー

と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

中
学
３
年
の
と
き
に
は
県
中
学
校
選
抜
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
経
験
の
な
い
セ
ッ
タ
ー
で
し
た
。

「
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、セ
ッ

タ
ー
は
冷
静
に
相
手
チ
ー
ム
の
動
き
を
見
て

ブ
ロ
ッ
ク
を
は
ず
し
た
り
、
相
手
チ
ー
ム
の

癖
を
つ
か
ん
だ
り
し
て
、
勝
負
を
左
右
す
る

重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。
自
分
が
ト
ス
し

た
ボ
ー
ル
で
試
合
を
作
れ
る
の
が
楽
し
い
」

セ
ッ
タ
ー
の
魅
力
に
目
覚
め
た
小
野
君
は
、

高
校
に
入
っ
て
か
ら
も
早
速
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と

し
て
活
躍
し
ま
す
。
昨
秋
か
ら
主
将
を
務
め
、

チ
ー
ム
や
対
戦
相
手
の
戦
術
を
研
究
す
る
の

が
日
課
と
な
り
ま
し
た
。
監
督
や
コ
ー
チ
が

不
在
の
と
き
は
、
代
わ
り
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー

も
考
え
ま
す
。

「
個
性
派
ぞ
ろ
い
の
部
員
を
一
つ
に
ま
と

め
る
の
が
大
変
で
し
た
。
試
合
や
練
習
で
気

付
い
た
こ
と
を
互
い
に
言
葉
に
し
て
、
信
頼

関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
」

県
の
選
抜
合
宿
に
参
加
、
さ
ら
に
今
年
２

月
に
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
校
生
が
集

ま
る
全
日
本
の
強
化
合
宿
の
メ
ン
バ
ー
に
も

選
ば
れ
ま
し
た
。
合
宿
で
は
、
ア
タ
ッ
カ
ー

の
特
徴
を
す
ぐ
に
つ
か
み
、
冷
静
に
コ
ー
ト

の
中
を
見
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
や
精
神

力
、
集
中
力
の
大
事
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
「
全
日
本
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
こ
と
」
と
目
を
輝
か
せ
る
小
野
君
。

高
校
最
後
の
全
国
大
会
は
来
年
１
月
。
秋

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
ベ

ス
ト
８
入
り
を
目
指
す
た
め
、
チ
ー
ム
を

引
っ
張
り
ま
す
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

鹿児島城西高校
３年

小野 宙
ひろむ

君（17）
身長178㌢。休日は
バレーボール全日本
男子の動画を見て戦
術を学んでいます。

YELL

小学２年生から始めたバレー
ボール。セッターになりたい
と毎日壁パスをしていました
ね。自主練習の結果が今
につながっていると思います。
これからも自分の夢に向かっ
て頑張ってください。

母・奈保子さん（44）

エール

全日本ユース男子バレー強化合宿参加
県高校選抜国体男子バレーボールチーム主将

県ナンバーワンから
日本一のセッターへ

◎国分清水

下村まち子さん（65）

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

祖
母
が
家
族
の
た
め
に

作
っ
た
鉄
火
み
そ
。
今

で
は
私
が
そ
の
味
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
国

分
清
水
の
下
村
ま
ち
子
さ
ん（
65
）。

子
ど
も
の
頃
、
下
村
さ
ん
の
家

は
祖
父
母
や
伯
父
方
の
家
族
も
含

め
て
15
人
の
大
所
帯
。
夏
は
扇
風

機
し
か
な
い
時
代
で
、
食
が
細
く

な
り
が
ち
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き

食
卓
に
出
て
く
る
の
が
祖
母
・
シ

モ
さ
ん
が
作
る
、
シ
ョ
ウ
ガ
が
ピ

リ
ッ
と
効
い
て
甘
辛
い
「
鉄
火
み

そ
」。
当
時
は
自
家
製
の
み
そ
や

ゴ
ボ
ウ
を
使
い
、
か
ま
ど
で
炒
め

て
い
ま
し
た
。

下
村
さ
ん
は
「
祖
母
の
鉄
火
み

そ
が
あ
れ
ば
、
み
ん
な
ご
飯
が
進

み
ま
し
た
。
祖
母
が
汗
を
か
き
な

が
ら
時
間
を
か
け
て
ま
で
作
っ
た

の
も
、
家
族
が
夏
バ
テ
し
な
い
よ

う
に
と
い
う
優
し
さ
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
目
を
細
め
ま

す
。シ

モ
さ
ん
は
料
理
上
手
で
、
米

や
野
菜
、
タ
バ
コ
な
ど
を
育
て
る

働
き
者
。
下
村
さ
ん
の
母
親
は
体

が
弱
く
、
料
理
な
ど
の
家
事
は
シ

モ
さ
ん
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

「
一
緒
に
手
伝
い
な
が
ら
鉄
火

み
そ
の
作
り
方
を
覚
え
ま
し
た
。

祖
母
は
『
見
て
覚
え
な
さ
い
』
と

い
う
の
が
口
癖
。
一
見
厳
し
い
言

葉
の
よ
う
で
す
が
、
ざ
ら
め
が
足

り
な
く
て
失
敗
し
た
と
き
は
『
分

量
を
足
せ
ば
、
も
っ
と
お
い
し
く

な
る
よ
』
と
優
し
く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
」

下
村
さ
ん
が
24
歳
で
嫁
い
だ
後

も
一
緒
に
旅
行
に
出
掛
け
る
ほ
ど

の
仲
良
し
。
子
育
て
な
ど
も
教

わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

平
成
２
年
、
シ
モ
さ
ん
が
92
歳

で
他
界
。
亡
く
な
っ
た
後
も
、
下

村
さ
ん
は
鉄
火
み
そ
を
作
り
続
け

て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
頃
、
祖
母
が
『
た

く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
る
ん
だ

よ
』
と
ご
飯
と
一
緒
に
鉄
火
み
そ

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
甘
辛
い

味
は
そ
の
と
き
の
祖
母
の
笑
顔
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
」

祖
母
か
ら
学
ん
だ
鉄
火
み
そ
。

そ
こ
に
は
、
今
も
大
好
き
な
シ
モ

さ
ん
と
過
ご
し
た
懐
か
し
い
思
い

出
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

祖母との思い出が詰まった「鉄火みそ」

〈材　料〉��� ����麦みそか赤みそ･･･250g、ゴボ
ウ･･･１/２本、ニラ･･･１束、豚
ももまたはバラ肉･･･200g、中
双糖（ざらめ）･･･180g、砕きピー
ナッツ（ない場合はピーナッツを
包丁などで砕いたもの）･･･45ｇ、
酒･･･50cc、ごま油･･･適量、ショ
ウガ･･･適量、白ゴマ･･･少々

〈作り方〉	 ① �ゴボウは、小さめのささがきにして30分ほど水に漬け、あくを抜く。
ショウガはみじん切り、ニラは５㎜、豚肉は１㎝四方に切る。

� ② フライパンにごま油を入れ、ショウガを炒める。
� ③ 豚肉を入れ、火が通るまで中火で炒めた後、酒を入れる。
� ④ �ゴボウを入れしんなりするまで中火で炒め、中双糖とニラを入れ混

ぜる。
� ⑤ 中双糖が溶けたら、少しずつみそを混ぜる。
� ⑥ 砕きピーナッツを入れ、弱火で約１時間炒め、白ゴマを混ぜる。

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時＝９月15日
（木）午後３

時30分～、

　９月16日
（金）○再 午前

10時30分
～

◦コーナー名＝「SHIKO
と堀ちゃん

の

　かごっま
弁で語いも

んそぉ」

鉄
火
み
そ
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絵の具やクレパスなど、さまざまな画材を使い絵を描く
のは、イラストレーターの坂口みどりさん（27）。似顔絵
や油絵などを手掛けています。

坂口さんが絵に興味を持ったのは、風景や人物などの絵
を描くことが趣味だった祖父と両親の影響。「物心ついた
ときから、そばには絵の具がありました。紙に色を塗って
遊ぶ中で、自然と描くことが好きになりました」と振り返
ります。

中学では美術部に在籍し、県内の美術展で何度も入賞し
ました。顧問の「色の使い方がうまい。君には絵の才能が
あるよ」という言葉に背中を押され、絵の道を目指すよう
になります。

県外の美術大学を卒業後、市内の航空関連会社に就職。
休日に絵を描き続けていた坂口さんに、作家としての転機
が訪れたのは24歳のときでした。霧島市内のカフェで絵
を描いていたところ、お店のオーナーから「カフェに作家
が集まって定期的にイベントを開いている。出展してみな
いか」と声が掛かります。そこからほかの作家との交流が

増え、次第に制作の依頼が来るようになりました。
坂口さんが描くのは、似顔絵のほかに空想や思い出、心

境を織り交ぜた絵など、どこか柔らかいタッチの作品です。
一昨年には、アミュプラザ鹿児島で「ナマ・イキVOICE
アートマーケット」に初出品。自作の「涙を流す少女」を見
て、涙を浮かべる人もいたと言いま
す。「当時の心境を表現した思い入れ
のある作品でした。何か感じてもら
えたと思うとうれしいですね。見て
くれた人の反応が力になります」と
ほほ笑みます。
「おばあちゃんになるまで絵を描

き続けたい。大好きな霧島の山や海、
四季に刺激を受けながら、満足でき
る作品を作っていきたい」

自身が思い描く空想と霧島の自然
を混ぜながら、今日も坂口さんの筆
から新しい作品が生まれます。

若者の若者による、若者のためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

空想と現実が織りなす世界

あすか
[霧島のお勧めスポット] 
国分の「麺屋とまと」。

子どもとよく食べに行きます。

めいふぁー
[霧島のお勧めスポット] 
隼人町の温泉「花の湯」。

岩盤浴で体も心もリフレッシュ。

ゆかりん
[霧島のお勧めスポット] 
国分キャンプ海水浴場。

バーベキューもできて楽しめます。

まゆ
[霧島のお勧めスポット] 

国分の「生活雑貨プレジール」。
女性や子ども向けの雑貨が豊富。

�
市内で活躍する若手アーティストをリレー形式で紹介するコーナー。
今回は、先月号の軽石グッズを作る日

ひ
永
えい

田
だ

さん夫妻の紹介で、イラストレーターの坂口みどりさん（27）です。

あい
[霧島のお勧めスポット] 

国分の美容室「TKパルジュ」。
髪や顔もキレイに。

坂口 みどりさん（27）
東京都出身。４歳のときに
霧島市へ移住。絵本作家
の酒井駒子さんに影響を
受ける。10月の「ナマ・イ
キVOICEアートマーケッ
ト」に向け、作品を構想中。
国分で両親と暮らす。

国
分
上
野
原
の
工
業
団
地
の
造
成

中
に
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
昭
和

61
年
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。約
９
５
０
０
年
前
の
国
内
最
古
・

最
大
級
の
定
住
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
平
成
14
年
に
整
備
さ

れ
た
の
が
上
野
原
縄
文
の
森
で
す
。

園
内
を
巡
り
縄
文
人
の
暮
ら
し
を

解
説
す
る
ガ
イ
ド
（
土
日
・
要
事
前

申
し
込
み
）
や
石
器
な
ど
が
あ
る
展

示
館
も
あ
る
の
で
、
縄
文
時
代
の
こ

と
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
器
や
弓
矢
作
り
、
火
お
こ
し
な

ど
、
家
族
や
友
人
同
士
で
遊
べ
る
体

験
が
い
っ
ぱ
い
。
上
野
原
縄
文
の
森

へ
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

霧島市には意外と知られていない魅力がたくさんあります。
このシリーズ「 I ♥ 霧島（アイラブきりしま）」では、霧島市の楽しい場所や、そこの知られざるディー
プな魅力を紹介します。皆さんも霧島市の新たな魅力を知って、たくさんの人にPRしてください。

太古の霧島に触れる「上野原縄文の森」

縄文人と同じ作り方で薫
くん
製
せい
作りを体験できます。

卵、チーズ、ウィンナーなどの食材は持参。おい
しい薫製を味わえます。

【料金：無料、要事前申し込み】

縄文料理
上野原遺跡で並んで発見された2個のつぼ形土器。
壊れず完全な形で発見されるのは非常に珍しく、
国の重要文化財として「縄文の森展示館」に展示
しています。

2個のつぼ形土器
体験学習館では、土器や弓矢作り、火おこし体験
など15種類のメニューを体験できます。弓矢は、
専用の場所で遊ぶこともできます。

【料金：メニューごとに50 ～ 500円】

❺

シリーズ第５弾は、豊かな自然に囲まれた歴史公園を紹介します。

体験の様子を
ケーブルテレビで

放送します。
◦ 放送日時＝９月７日（水）
～９日（金）、○再 14日（水）～
16日（金）午前３時～、９
時～、正午～、午後４時
～、８時～、11時～
◦ 番組名＝南九州ケーブル
テレビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

アイラブ霧島 検索

アイラブ

上野原縄文の森で発見された竪穴住居は何軒でしょうか。

（答）52軒

※答えは下部に掲載しています。

I♥クイズ

園内の復元集落に広がる竪穴住居（復元）

�問・�申＝上野原縄文の森　国分上野原縄文の森1-1　☎（48）5701

火おこし大会や弓矢作りなどの催し、
ステージパフォーマンスがあります。
ほかにも“どんぐりうどん” や薫製肉
などの屋台村、抽選会など盛りだくさ
んの内容です。

◦ 日時＝10月15日（土）、16日（日）
　　　　午前10時～午後３時
◦ 入場＝無料（一部の体験メニューは
　　　　有料）

❶POINT

アイ
ラブ

❷POINT

アイ
ラブ

❸POINT

アイ
ラブ

第22回
ナマ・イキVOICE
アートマーケット

　絵画、雑貨などのアーティス
トが集まる「作品の発表の場」。
そこに、坂口さんの作品が展示
されます。
◦日時
　10月1日㈯ 午前10時～午後９時
　10月2日㈰ 午前10時～午後５時
◦場所＝アミュプラザ鹿児島
◦入場料＝無料
問＝ KTS制作部アートマーケット 

事務局 ☎099（258）1111

上野原縄文の森

秋まつり

↓国道10号へ

↑上野原テクノパークへ

体験エリア

遺跡保存館

体験学習館

復元集落

縄文の森
展示館

県立埋蔵
文化財

センター

P P上野原縄文の森
事業課長
東 和幸さん（54）

案内人

縄文人にちなんだ体験

●❷
●❶ ●❸
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観
光
客
に
霧
島
の
名
前
の
由
来
や
天
孫
降
臨
伝
説
、
霧
島
神

宮
の
歴
史
な
ど
、
霧
島
市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド「
霧
島
し
っ
ち
ょ
い
ど
ん
」。
平
成
19
年
の
設
立
時
か

ら
携
わ
り
、
現
在
も
霧
島
神
宮
や
霧
島
の
七
不
思
議
な
ど
を
紹
介
す
る
霧
島

神
宮
コ
ー
ス
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
宮
ノ
内
正ま

さ

治は
る

さ
ん（
88
）で 

す
。「
霧
島
し
っ
ち
ょ
い
ど
ん
募
集
の
話
を
聞
き
、
霧
島
の
た
め
に
何
か
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
妻
と
一
緒
に
手
を
上
げ
ま
し
た
」
と
い
う
宮
ノ
内
さ
ん

は
、
自
他
共
に
認
め
る
大
の
霧
島
好
き
。
霧
島
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
ガ
イ
ド
の
依
頼
が
な
く
て
も
霧
島
神
宮
な
ど
に
行
き
、

自
ら
観
光
客
に
声
を
掛
け
て
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
市
出
身
の
宮
ノ
内
さ
ん
が
霧
島
に
住
み
始
め
た
の
は
60
歳
の
と
き
。

高
校
卒
業
後
、
防
衛
庁
事
務
官
と
し
て
県
内
外
の
勤
務
地
を
転
々
と
し
ま
す
。

昭
和
63
年
の
定
年
を
機
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
隼
人
町
か
ら
霧
島
の
山
々
が

間
近
に
見
ら
れ
る
霧
島
町
に
移
住
し
ま
す
。
霧
島
に
住
み
た
い
と
思
っ
た

の
は
、
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
の
高
千
穂
峰
登
山
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

山
頂
か
ら
見
た
広
大
な
景
色
に
感
動
し
「
い
つ
か
霧
島
に
住
ん
で
、
も
っ

と
登
山
を
楽
し
も
う
と
決
め
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

霧
島
で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
平
成
２
年
、
宮
ノ
内
さ
ん
が
62
歳
の

と
き
に
夫
婦
で
本
格
的
に
登
山
を
始
め
ま
す
。
そ
れ
か
ら
21
年
。
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
や
ノ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
の
花
々
、
季
節
ご
と
に
表
情
が
異
な
る
霧

島
の
自
然
を
満
喫
。
登
山
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
躍
し
な
が
ら
83
歳
の
と
き

に
は
夫
婦
で
１
８
０
０
回
の
登
山
を
達
成
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
23

年
、
突
然
の
新
燃
岳
噴
火
に
よ
り
登
山
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
新
燃
岳

の
火
山
活
動
が
収
ま
り
、
翌
年
に
は
高
千
穂
峰
や
韓
国
岳
な
ど
の
登
山
道

が
再
開
さ
れ
た
も
の
の
、
年
齢
的
な
体
力
の
衰
え
が
宮
ノ
内
さ
ん
を
山
か

ら
遠
ざ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

霧
島
の

魅
力
を

伝
え
た
い

Vol.114THE SCENE

霧島に生きる

そ
れ
で
も
、
今
は
持
ち
前
の
笑
顔
で
「
霧
島
し
っ
ち
ょ
い
ど
ん
」
と
し
て

大
好
き
な
霧
島
の
た
め
に
観
光
ガ
イ
ド
を
続
け
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
歴
史
が
好
き
で
、
霧
島
の
歴
史
や
文
化
財
な
ど
を
郷
土
史
で
学
ん
だ
り
、

地
元
の
人
に
話
を
聞
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
勉
強
を
続
け
て
い

ま
す
。宮

ノ
内
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
自
信
に
満
ち
た
優
し
い
語
り
口
と

穏
や
か
な
表
情
に
あ
ふ
れ
、
観
光
客
の
心
を
と
り
こ

に
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
情
報
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
予
定
の
ガ
イ
ド
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

「
霧
島
に
住
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
私
の
ガ
イ
ド
を
喜
ん
で
く
れ
る
観
光
客
や
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

生
き
が
い
で
す
。
お
礼
の
手
紙
や
写
真
は
私
の
宝
物
」
と
ほ
ほ
笑
む
宮
ノ
内

さ
ん
。
自
分
で
作
っ
た
資
料
で
観
光
ガ
イ
ド
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
後
継
者

育
成
に
も
取
り
組
み
、「
自
信
を
持
っ
て
笑
顔
で
案
内
し
、
霧
島
の
魅
力

を
一
つ
で
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
」
と

力
を
込
め
ま
す
。

霧
島
に
移
住
し
て
28
年
。
霧
島
の
山
々
を
毎
日
見
ら
れ
る

喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
霧
島
を
訪
れ
た
人
に

ど
う
や
っ
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

定
年
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
小
学
校
の
時
の
高
千
穂
峰
登

山
。
し
ば
ら
く
登
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
88
歳
と
な
っ
た
今
で
も
山
へ
の
憧

れ
は
消
え
ま
せ
ん
。「
い
つ
か
も
う
一
度
、
高
千
穂
峰
に
登
り
た
い
」。
毎

日
自
宅
周
辺
を
６
㌔
歩
き
な
が
ら
体
力
づ
く
り
に
励
む
宮
ノ
内
さ
ん
の
笑

顔
は
、
霧
島
山
を
彩
る
花
々
の
よ
う
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

宮ノ内正
まさ

治
はる

さん（88）

鹿児島市出身、霧島田口在住。霧島
トレッキングガイドクラブ初代会長。
平成９年から文化財保護審議会委員
を務める。

　霧島市の魅力を観光客などに紹介する霧島市観光ボランティアガイド。現在
15人が加入しており、霧島神宮や和氣神社、日当山周辺など地域ごとの担当が、
観光や歴史、文化などの紹介をしています。案内料は１コースにつき１人300
円で、年末年始を除く毎日実施。原則、前日までに申し込みが必要です。
��問・�申＝観光課  ☎（64）0895

霧島しっちょいどん

←
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宮
内
原
用
水
に
は
十
か
所
の
隧
道
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
穴
と
な
っ
て

い
ま
す
。
用
水
路
の
灌か

ん
が
い漑

面
積
が
四
三
六
㌶

と
広
大
で
、
用
水
路
の
幅
を
広
げ
水
量
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

用
水
路
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
二
穴
の
隧
道
を

採
用
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
宮
内
原
用
水
は
当
時
の
最

高
の
土
木
技
術
を
導
入
し
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
河
川
へ
の
潜
り
や
二
穴
の
隧
道
な
ど
は
、

一
見
コ
ス
ト
が
増
す
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
管
理
が
し
や
す
く
災
害
に
強
い
用

水
路
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
水
の
供

給
を
行
っ
た
の
で
、
長
い
目
で
見
る
と
経
済

的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
は
、
天
降
川
の
川
筋
直
し
と
宮
内
原

用
水
が
も
た
ら
し
た
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

現
在
も
そ
の
石
組
の
一
部
が
見
ら
れ
、
水
に

洗
わ
れ
、
く
ぼ
ん
だ
石
の
表
面
は
経
年
の
長

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

西
光
寺
川
で
も
同
様
の
工
法
を
用
い
て
お

り
、
上
流
か
ら
の
流
水
に
よ
る
破
壊
を
防
止

す
る
た
め
、
隧
道
の
上
流
側
と
天
井
部
に
は

か
な
り
の
厚
さ
で
石
が
組
ま
れ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
三
〇
〇
年
の
間
、
大
き
な
被
害
も

な
く
今
日
ま
で
利
用
さ
れ
続
け
た
の
は
、
当

時
の
工
法
の
先
見
の
明
と
、
確
か
な
土
木
技

嘉か

例れ
い

川が
わ

と
西さ

い

光こ
う

寺じ

川が
わ

の
潜も

ぐ

り

延
長
十
二
㌔
に
も
及
ぶ
宮
内
原
用
水
は
、

十
三
塚
原
台
地
の
裾
野
を
地
形
に
沿
っ
て
流

れ
て
い
ま
す
が
、
途
中
、
嘉
例
川
と
西
光
寺

川
の
二
つ
の
河
川
を
横
断
し
て
い
ま
す
。
で

は
用
水
路
の
勾こ

う
ば
い配

を
変
え
ず
に
ど
の
よ
う
に

河
川
を
横
断
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
宮
内

原
用
水
で
は
、二
か
所
と
も
「
潜
り
」
と
い
う
、

河
川
の
上
流
部
に
水
路
を
迂う

回か
い

し
て
、
河
床

下
に
隧ず
い

道ど
う

（
ト
ン
ネ
ル
）
を
掘
る
工
法
を
用

い
て
い
ま
す
。

嘉
例
川
の
新
川
発
電
所
付
近
で
は
、
約
三

十
㍍
上
流
側
に
迂
回
し
て
河
床
下
に
隧
道
を

造
り
潜
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
点
の
嘉
例

川
は
急
勾
配
で
天
降
川
に
合
流
す
る
た
め
、

水
の
流
れ
が
激
し
く
、
特
に
豪
雨
時
は
上
流

か
ら
岩
石
な
ど
の
落
下
が
頻
繁
に
起
こ
る
場

所
で
し
た
。
そ
の
た
め
用
水
路
の
保
全
を
考

え
隧
道
の
天
井
部
を
石
で
補
強
し
て
い
ま
す
。

術
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、

西
光
寺
川
の
潜
り
に
も
、
河
床
に
石
を
組
ん

だ
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

内
山
田
の
鼻
ん
す

鹿
児
島
神
宮
か
ら
三
〇
〇
㍍
ほ
ど
下
っ
た

隼
人
町
内
山
田
宮
西
に
、
山
を
く
り
ぬ
い
た

二
穴
の
隧
道
が
あ
り
ま
す
。
人
の
鼻
の
穴
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
鼻
ん
す
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
鹿
児
島
神
宮
前
を
流
れ
る
宮
内

原
用
水
が
正

し
ょ
う

徳と
く

六
（
一
七
一
六
）
年
に
完
成

し
て
三
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、
宮

内
原
用
水
の
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

水す
い

天て
ん

渕ぶ
ち

取し
ゅ

水す
い

付
近
の
工
事

宮
内
原
用
水
の
整
備
を
郡

こ
お
り

奉ぶ

行ぎ
ょ
うで

あ
っ
た

汾か
わ

陽み
な
み

盛も
り

常つ
ね

が
薩
摩
藩
に
願
い
出
ま
し
た
が
、

当
初
、
難
工
事
と
判
断
さ
れ
請
願
は
却
下
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
隼
人
町
松

永
の
水
天
渕
周
辺
を
巨
石
が
覆
っ
て
い
る
た

め
で
し
た
。

水
天
渕
周
辺
の
地
形
は
、
加か

く久
藤と

う

カ
ル
デ

ラ
（
約
34
万
年
前
）
か
ら
噴
出
し
た
火か

さ
い
り
ゅ
う

砕
流

堆た
い
せ
き
ぶ
つ

積
物
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
河か

し
ょ
う床（

土
台
）、

両
岸
と
も
頑
丈
な
溶よ

う
け
つ結

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
が
露
出
し
て

い
ま
す
。
固
い
河
床
は
※

井い
せ
き堰

を
敷
設
す
る

に
は
好
条
件
で
し
た
が
、
水
路
を
掘
る
に
は

非
常
に
困
難
な
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

岩
を
く
り
ぬ
く
当
時
の
道
具
と
い
え
ば
、

石い
し

鎚づ
ち

と
石い

し

鑿の
み

ぐ
ら
い
で
、
作
業
の
ほ
と
ん
ど

は
手
作
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
堰
の
下
流

に
は
、
取
り
除
い
た
巨
岩
が
今
で
も
川
の
中

に
見
ら
れ
ま
す
。

※１��水を引いたり、水量を調節したりするため、川の水をせき止めたところ

３※

宮
み

や

内
う

ち

原
ば

る

用よ

う

水
す

い

完
成
三
〇
〇
年 

そ
の
❷

内山田の鼻んす

山
本 

進
　
著
　
横
井 
洋
司
　
写
真

落
語
を
築
き
、
築
き
つ
つ
あ
る
噺は

な
し

家か

た
ち
39
人
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

落
語
４
０
０
年
の
歴
史
、
落
語
基

礎
用
語
辞
典
、
名
作
落
語
の
あ
ら

す
じ
選
な
ど
を
収
録
。

落
語

運
動
会
の
徒
競
走
で
一
番
に
な
る

と
こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
ア
キ
ヨ
シ

と
、
大
工
の
仕
事
を
抜
け
ら
れ
な

い
父
ち
ゃ
ん
。
す
て
き
な
家
族
の

お
話
で
す
。

く
す
の
き 

し
げ
の
り
　
作

森
の
中
に
あ
る
不
思
議
な
か
さ
や

さ
ん
。
ブ
タ
く
ん
が
か
さ
を
開
く

と
、
空
か
ら
降
っ
て
き
た
の
は
雨

じ
ゃ
な
く
て
…
。

ふ
し
ぎ
な
カ
サ
や
さ
ん

み
や
に
し 

た
つ
や
　
作
絵

帝
都
ホ
テ
ル
で
副
料
理
長
を
し

て
い
た
主
人
公
は
、
妻
の
一
子
と

実
家
の
あ
る
佃
（
東
京
都
）
で
洋

食
屋｢

は
じ
め
食
堂｣

を
オ
ー
プ
ン
。

お
い
し
い
料
理
の
レ
シ
ピ
付
き
。

山
口 

恵
以
子
　
著

恋
す
る
ハ
ン
バ
ー
グ

み
て
ろ
よ
！
父
ち
ゃ
ん
! !

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時  ［対　象］ 場　　所
ほるとの森おはなし会 ９月24日（土）、10月８日（土）14：00 ～ 14：30

国分図書館
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） 10月 1日（土）10：30 ～ 11：30　　

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 10月 3日（月）10：30 ～ 11：00　　

おはなしの部屋
９月18日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
10月 6日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］
10月 7日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） 10月 9日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし広場 ９月24日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室

おはなしの時間（紙ふうせん） ９月はお休みです。 霧島図書室

図書館へ行こう
http：//www.lib-kirishima.jp/

ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら
／
有
川
浩

海
の
家
族
／
石
原
慎
太
郎

青
い
海
の
宇
宙
港 

春
夏
篇
／
川
端
裕
人

津
軽
双
花
／
葉
室
麟

行
方
／
春
口
裕
子

お
お
あ
た
り
／
畠
中
恵

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
１
／
河
上
朔

海
外
旅
行
で
ス
マ
ホ
活
用
ス
マ
ー
ト
ガ
イ
ド
／山

谷
剛
史

親
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
学
歴
の
経
済
学
／
西
川
純

日
本
懐
か
し
夏
休
み
大
全
／
辰
巳
出
版

60
代
、
70
代
の
ア
イ
テ
ム
別
着
こ
な
し
レ
シ
ピ
／

佐
藤
恵
子

迷
わ
な
い
力
／
吉
田
沙
保
里

星
と
星
座
の
ふ
し
ぎ
え
ほ
ん
／
大
藪
健
一

坂
の
上
の
図
書
館
／
池
田
ゆ
み
る

ガ
ム
の
よ
う
せ
い
／
笑
い
飯

お
た
か
ら
パ
ン
／
真
珠
ま
り
こ

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

本を開くと
、そこには

壮大

なスケール
の冒険が

待ってい

ました。
私が中学

の頃、親

友の勧めで
熱中して読

んだ宝

本です。
日常生活

で忘れが

ちなワクワ
クした感

情を思い

出させてく
れ、本を

手に取る

とたちまち
少年、少

女に戻り、

ローワンの
世界観に

引き込ま

れるはずで
す。

（牧園町高
千穂在住）

穂
ほ

滿
まん

 眞
ま

帆
ほ

さん

おすすめの本

「リンの谷のローワン」

シリーズ

作者：エミ
リー・ロッ

ダ

私
の
宝
本

とても

読みやすい

ファンタジーの

世界宮
内
原
用
水
の
工
事
の
詳
細

←
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交通死亡事故多発
緊急事態発生

霧島市内の交通事故死者数は、８月21日現在で７人と、
ここ３年で最悪の状況です。そのうち６人が65歳以上の高
齢者で、うち自転車運転中の事故で３人が亡くなっています。

霧島警察署交通課長の平田公一さん(55)は、「運転者のた
ぶん大丈夫だろうという『だろう運転』が事故の発生につな
がります。慣れている場所だからこそ注意が必要です。一
瞬で人の命を奪う交通事故の恐ろしさを肝に命じ、車や自
転車を運転するときも安全確認を徹底して事故防止に努め
てほしい」と訴えます。

また、交通事故で夜間歩行中に亡くなった人のほとんど
が夜光反射材を着用していません。車のライトは下向きで
約40ｍ、上向きで約100ｍ先までしか見えませんが、反射
材を着用するだけで約120ｍ先まで確認できます。夜間の
歩行者は反射材の着用、車の運転者は原則上向きライトを
心掛けましょう。

■運転中や歩きスマホは絶対ダメ
車の運転中に人気のスマホアプリを操作した交通死亡事

故が発生しています。運転時や歩行中は、絶対によそ見を
してはいけません。一瞬の気の緩みが人命を奪い、一生後
悔する事態を生みます。

発生件数 死者数 負傷者数

平成28年
（８月21日現在） 458 7 537

平成27年
（８月末現在） 487 5 564

平成26年
（８月末現在） 549 2 628

■霧島市内の交通事故発生状況

霧
島
警
察
署
交
通
課
長

平
田
公
一
さ
ん
（
55
）

◦�夕暮れ時と夜間は、歩行者・自転車運転者も明るい色の服を着用して夜光反射材を付ける。
◦�後部座席を含む全ての座席のシートベルトとチャイルドシートを正しく着用する。　◦�飲酒運転は絶対にしない。
問＝安心安全課　☎（64）0997

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

重
度
心
身
障
が
い
児
、
重
度
心

身
障
が
い
者
や
災
害
遺
児
の
福
祉

増
進
を
目
的
に
、
霧
島
市
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
（
施
設
入
所
者

や
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給

者
は
除
く
）。

受
給
資
格
の
あ
る
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
平
成
27
年
度
に
霧

島
市
で
こ
の
手
当
を
受
給
し
た
人

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

受
給
資
格
＝
10
月
１
日
現
在
、

霧
島
市
に
継
続
し
て
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は�

２
級
を
持
っ
て
い
る
人

◦�

療
育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
を

持
っ
て
い
る
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育

手
帳
Ｂ
１
を
併
せ
て
持
っ
て
い

る
人

◦�

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

持
っ
て
い
る
人

◦�

不
慮
の
災
害
で
父
母
の
両
方
も

９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

西
郷
ど
ん
命
日
イ
ベ
ン
ト

西
郷
隆
盛
公
没
１
３
９
年
を
し

の
ん
で
、
に
じ
い
ろ
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
百
円
市
を
開
催
し
ま
す
。

25
日
は
、
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー

ト
、
和
太
鼓
演
奏
、
ユ
ー
カ
リ
の

音
楽
隊
、
野
太
刀
自
顕
流
を
披
露

し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
24
日（
土
）、
25
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
西
郷
公
園
（
溝
辺
町
麓

８
５
６
－
１
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
西
郷
公
園
応
援
隊【
内
山
】

☎
０
９
０（
８
９
１
３
）６
６
０
９

多
目
的
ホ
ー
ル
と

公
民
館
体
育
施
設
の

天
井
を
改
修
し
ま
す

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
多

目
的
ホ
ー
ル
お
よ
び
多
目
的
ホ
ー

ル
前
ロ
ビ
ー
の
天
井
改
修
工
事
を

９
月
19
日
か
ら
平
成
29
年
１
月
下

旬
ま
で
行
い
ま
す
。

ま
た
国
分
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
天
井
改
修
工
事
を
平
成
29
年

１
月
上
旬
か
ら
２
月
末
ま
で
行
い

ま
す
。

期
間
中
は
各
施
設
が
利
用
で
き

し
く
は
一
方
が
死
亡
し
た
義
務

教
育
終
了
前
の
人
。
父
ま
た
は

母
が
婚
姻
関
係
（
事
実
上
の
婚

姻
を
含
む
）
に
至
っ
た
人
は
除

く
。

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
申
請
す
る
人
の

印
鑑
（
認
め
印
可
）、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
か
精
神

保
健
福
祉
手
帳
、
本
人
名
義
の

通
帳

⃝
�

手
当
の
額
＝
年
額
１
万
円
（
10

月
１
日
現
在
で
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
か
ら
６
か
月
未
満
の
人

は
５
０
０
０
円
）

⃝
�

受
付
期
間
＝
10
月
３
日（
月
）～

14
日（
金
）

◎�

�問
＝
長
寿･

障
害
福
祉
課
☎（
64
）

０
８
５
５

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
が
発
売

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
・
高
齢
化
対
策
な
ど
、
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

⃝
�

発
売
期
間
＝
９
月
26
日（
月
）～

10
月
14
日（
金
）

⃝
�

抽
選
日
＝
10
月
21
日（
金
）

◎�

�問
＝
県
市
町
村
振
興
協
会
☎
０

ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
予
約
や
利
用
の
詳
細
は
、
国

分
公
民
館
（
☎
64
－
０
９
２
０
）

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
総
務
課
☎（
64
）０
９
８
３

相
　
談

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談
会

財
産
管
理
や
福
祉
な
ど
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
10
月
１
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
よ
か
セ
ン
タ
ー
７
階

（
鹿
児
島
市
中
央
町
10
）

◎�

�問
＝
県
司
法
書
士
会
☎
０
９
９

（
２
５
６
）０
３
３
５

法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
会

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

税
理
士
が
無
料
法
律
、
登
記
、
税

務
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
１
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室
、

中
会
議
室
、
大
会
議
室

全国の消費生活センターや市消
費生活センターに「送られてきた荷
物を指定された住所に転送するだ
けで報酬がもらえるアルバイトを
するために身分証明書を送ったと
ころ、知らない間に自分名義で携
帯電話が契約されていた」という相
談が寄せられています。

アルバイトを始める手続きとして、身分証明書を写真
で相手に送ったところ、不正に使用され、携帯電話を契
約されたものです。そのような携帯電話は犯罪に使用さ
れる可能性が大変高いです。さらに、その携帯電話の解
約料や端末代金を支払うはめになる状況も想定されます。

このようなアルバイトには十分注意し、個人情報は安
易に人に教えないようにしましょう。
問＝市消費生活センター  ☎（64）0964
　　消費者ホットライン  ☎188

「荷受代行」・「荷物転送」アルバイトに注意

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝応募先応

�問＝霧島市花火大会実行委員会（霧島商工会議所内） ☎（45）0313

10月1日土
［会場］�霧島市国分キャンプ海水浴場
⃝ステージ　午後７時〜８時
⃝花火　午後８時から30分程度

6,000発

花
火
大
会

霧
島
市

◎�

�問
＝
司
法
書
士【
松
薗
】☎（
47
）

０
２
９
７募

　
集

サ
ン
・
あ
も
り
健
康
講
座

◦
受
付
＝
9
月
6
日（
火
）か
ら

※�

講
座
ご
と
に
必
要
な
も
の
が
異

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

講　座　名 講師名 日　　　時 定　員 参加料

太極拳 馬場照代
さん

10/7 ～ 12/16
（全て金曜・全10回）
14：00～ 15：30

先着30人
（10人以上で

開催）

4,500円

たのしい
骨盤体操

反田裕子
さん

10/3 ～ 12/19
（全て月曜・全10回）
9：50～ 10：50

4,500円

じゅんこ先生の
やさしい漢方講座
（冷えと漢方）

立蔵順子
さん

11/9（水）
14：00～ 15：00 700円

秋の全国交通安全運動が始まります。
子どもと高齢者を

交通事故から守りましょう。
◦実施期間＝９月21日（水）〜 30日（金）
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⃝
 

期
間
＝
10
月
～
１
月
（
全
６

回
）、
午
前
９
時
～
午
後
０
時

30
分
（
講
座
内
容
に
よ
っ
て
は

午
後
２
時
30
分
ま
で
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
と
牧
園
保

健
セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
＝
各
会
場
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
30
日（
金
）

※�

詳
細
は
、
申
込
者
に
後
日
通
知

し
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）

０
９
０
５

国
分
駐
屯
地
バ
ザ
ー
に

出
店
し
ま
せ
ん
か

国
分
駐
屯
地
創
立
記
念
日
イ
ベ

ン
ト
の
バ
ザ
ー
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
13
日（
日
）午
前
８

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地

⃝
�

出
店
数
＝
20
店
舗

⃝
�

出
店
料
＝
１
枠
（
縦
２
㍍
×
横

３
㍍
）
で
１
０
０
円
程
度

⃝
 

申
込
期
間
＝
９
月
26
日（
月
）～

10
月
14
日（
金
）

※�

飲
食
物
、
生
き
物
、
コ
ピ
ー
商

品
の
販
売
は
禁
止
で
す
。

※
天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
中
止
す

（
毎
週
金
曜
・
全
10
回
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
 

場
所
＝
隼
人
体
育
館

⃝
�

対
象
＝
60
歳
以
上
で
、
軽
い
運

動
に
支
障
が
な
い
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

◎�

�問・�申
＝
隼
人
錦
江
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
☎（
55
）０
１
８
８

家
庭
向
け
魚
料
理
教
室

鹿
児
島
近
海
で
と
れ
た
魚
を

使
っ
て
料
理
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
12
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
12
人

⃝
�

準
備
＝
包
丁

⃝
�

参
加
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
で
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
25
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
市
施
設
管
理
公
社
事

務
局
☎（
64
）０
９
２
１
、
℻（
64
）

０
６
８
３
、
〒
８
９
９
－
４
３

３
２
霧
島
市
国
分
中
央
三
丁
目

８
－
１

発
達
に
関
す
る
学
習
会

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
先
着
80
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

◎�

�問・�申
＝
こ
ど
も
発
達
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
２
５

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座

市
内
在
住
で
、
地
域
に
お
い
て

「
食
」
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

が
あ
り
、
養
成
講
座
終
了
後
に
地

域
の
健
康
づ
く
り
や
食
生
活
を
改

善
す
る
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐

屯
地
業
務
隊
厚
生
科
☎（
46
）０

３
５
０

健
康
福
祉
ま
つ
り
出
展
者
募
集

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の

向
上
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

出
展
を
希
望
す
る
団
体
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

⃝
�

期
日
＝
２
月
５
日（
日
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

⃝
�

出
展
条
件
＝
健
康
や
福
祉
に
関

す
る
展
示
物
、
催
し
物

⃝
�

出
展
料
＝
無
料
（
出
展
に
係
る

経
費
は
出
展
者
負
担
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込

書
に
記
入
し
提
出

⃝
�

申
込
期
限
＝
10
月
５
日（
水
）

※�

申
込
書
の
内
容
に
よ
り
、
出
展

の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

隼
人
運
動
施
設
自
主
講
座

■
さ
わ
や
か
ス
テ
ッ
プ

手
軽
な
運
動
や
ス
テ
ッ
プ
で
足

腰
の
筋
肉
強
化
と
認
知
症
予
防
を

目
指
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
７
日
～
12
月
９
日

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝応募先

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
市
民
会
館
☎（
64
）０

９
２
６

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

仕
事
に
役
立
つ
ワ
ー
ド
基
礎
講
座

⃝
�

日
時
＝
10
月
11
日（
火
）、
12
日

（
水
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分

⃝
�

定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

受
講
料
＝
５
０
０
円

⃝
�

講
座
番
号
＝
33

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
27
日（
火
）必

着

⃝
 

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
－
１

今
日
は
霧
島
ピ
ア
ノ
の
日

本
格
的
な
音
響
と
広
い
ス
テ
ー

ジ
で
市
民
会
館
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
10
月
１
日（
土
）午
後
６

時
～
９
時
、
２
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時

⃝
�

料
金
＝
市
内
に
住
所
か
職
場
が

あ
る
人
は
１
０
０
０
円
、
そ
れ

以
外
の
人
は
２
０
０
０
円

⃝
�

受
付
＝
９
月
20
日（
火
）か
ら

⃝
�

定
員
＝
先
着
11
人
（
１
日
／
３

人
、
２
日
／
８
人
）

※�

利
用
時
間
は
、
１
人
１
時
間
ま

で
。

応

国分会場 牧園会場 講　座　内　容
10/13（木） 10/ 6（木） 開講式、オリエンテーションなど
10/25（火） 10/31（月） 栄養・調理の基礎知識
11/15（火） 11/17（木） 献立と調理実習（生活習慣病）、身体活動・運動
12/12（月） 12/ 9（金） 献立と調理実習（高齢者の食事）
1/19（木） 1/12（木） 暮らしの中の食品衛生、食の安全など
1/30（月） 1/20（金） 口腔ケア、食生活改善推進員と交流会、閉講式

※講師などの都合で日程が変更になる場合があります。

日　　時 内　　　容 場　所 講　　師

9/21（水）
10：00 ～ 11：30

子どもの発達の特性に関連する
心の反応

～理解と対応の工夫～ 市総合
福祉センター
大会議室

鹿児島大学大学院
平田�祐太郎さん
（臨床心理士）

9/28（水）
10：00 ～ 11：30

子どもの発達の特性と理解
～子どもの自分自身のとらえ方と

そのサポート～

鹿児島大学大学院
小澤�永治さん
（臨床心理士）

国際交流員と交流しよう
コース名 内　　　容 日　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

国際料理
キッチン

アメリカ出身の国際交流員と一緒にハ
ンバーガーを作り、アメリカの文化に触
れます。

10/ 6（木）
11：00 ～ 14：30

国分公民館
調理実習室
調理講義室

先
着
15
人

600円 9/29（木）

英語で
ティータイム

英語で話をしながら、ティータイムを過
ごします。※参加は英語初級レベル以上
の人に限ります。

10/12（水）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室 無料 10/11（火）

中国語教室
「～に行きましょう」と提案する時に使
用する言葉や表現を学びながら、楽しく
交流します。

10/13（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
小研修室 無料 10/11（火）

韓国語教室
韓国のじゃんけんゲーム「ムク・ッチ・ッ
パ」をしながら、ゲームの時に使える表
現を楽しく学びます。

10/13（木）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料 10/11（火）

English Hour
自分に合ったレベルで、楽しく英語で会
話します。
※参加は１人１つのレベルに限ります。

初級：10/17（月）
18：00 ～ 19：00
中級：10/17（月）
19：10 ～ 20：10
上級：10/24（月）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料 初・中級：10/13（木）

上級：10/20（木）

◦対象＝市民　※電話か市ホームページから申し込みください。キャンセルの場合、前日までにご連絡ください。
��問・�申＝企画政策課 ☎（64）0914

■食生活改善推進員養成講座日程表

森のめぐみプロジェクト大賞受賞商品
ネーミングコンテスト開催

　JAあいらと第一工業大学、霧島市は、県内生産量１位を誇る原木シイタケな
どを使って新商品を共同開発し、６月９日、林野庁が主催する新商品コンテスト
の加工品部門で大賞を受賞しました。この商品の発売に向け、新しい霧島の
名産品にふさわしい、親しみのある商品名を募集します。
◦ 新商品概要＝ヘルシーな食事として人気のグラノーラを、霧島産原木シイタケや霧島
茶など霧島の特産品を混ぜ合わせ完成させました。しいたけのほのかな香りと、たっ
ぷりの食物繊維が特徴です。

◦ 応募対象＝県内に在住および通勤通学者
◦ 応募方法＝JAあいら各窓口、霧島市役所国分庁舎総合案内、第一工業大学などへ備え
付けの専用応募用紙または、JAあいらホームページの新商品ネーミングコンテストの
ページから、パソコンまたはスマートフォンで。

◦ 賞金＝最優秀賞１点／５万円、JAあいら霧島茶セット
　※最優秀賞ネーミングの応募者が重複した場合は、抽選とします。
　※著作権などは、JAあいらに帰属します。
◦ 募集期限＝９月30日（金）必着
◦ 発表＝JAあいらホームページなどで、10月中旬頃お知らせします。
��問・�応＝JAあいら総合企画部  ☎（43）7300

ピアノ演奏を楽しむ様子
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環霧島・錦江湾奥イベント情報

このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。
お便りは綴じ込みのはがき、携帯電話やスマートフォンからは右の二
次元コード、パソコンからは市ホームページからお送りください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

７
月
末
、
娘
夫
婦
が
久
し
ぶ

り
に
帰
省
。
孫
た
ち
に
霧

島
の
良
さ
を
満
喫
さ
せ
よ
う
と
国

分
重
久
の
台
明
寺
渓
谷
公
園
へ
行

き
ま
し
た
。
川
遊
び
を
楽
し
ん
で

帰
っ
た
と
こ
ろ
、
大
事
な
バ
ッ
グ
を

公
園
に
忘
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
す
る
と
電
話
が
あ
り
、

公
園
で
荷
物
を
預
か
っ
て
い
ま
す
よ

と
の
こ
と
。
早
速
受
け
取
り
に
行

く
と
、
夕
方
の
忙
し
い
時
間
に
も

か
か
わ
ら
ず
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
お
礼
を
言
い
、
名
前
や

住
所
を
伺
い
ま
し
た
が
、
一
言
も
触

れ
ら
れ
ず
に
立
ち
去
ら
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
世
界
で
は
残
忍
な
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
心
温
ま
る
人
の
情

け
に
救
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
エ
ノ
キ

コ
ウ
ジ
74
歳
男
性
）●

台
明
寺
渓
谷
は
川
遊
び
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
バ
ッ

グ
を
見
つ
け
て
連
絡
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
に
感
謝
で
す
ね
。

８
月
号
の
「
熱
中
症
に
負
け

な
い
心
得
」
の
特
集
は
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
経
口
補
水
液

の
使
い
方
や
熱
中
症
に
な
る
前
の

処
置
方
法
が
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
夏
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
の

納
豆
の
お
ろ
し
和
え
、
さ
つ
ま
芋

梅
肉
和
え
が
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

参
考
に
し
た
い
で
す
。（
ヨ
ウ
ち
ゃ

ん
25
歳
女
性
）

●

熱
中
症
は
９
月
に
入
っ
て
も
油

断
大
敵
で
す
。
８
月
号
の
特
集
、

今
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。

年
齢
67
歳
の
団
塊
世
代
の
生

ま
れ
で
す
。
広
報
誌
は
親

か
ら
の
遺
産
相
続
の
対
応
に
活
用

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
危
険
家

屋
の
解
体
撤
去
の
補
助
金
交
付
や

固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
の
手
続
き
、
改
葬
許
可
申

請
な
ど
、
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

市
役
所
へ
の
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
広
報

き
り
し
ま
の
内
容
充
実
に
期
待
し

ま
す
。
読
ん
で
よ
し
、
活
用
し
て

よ
し
。（
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
Ｉ
67
歳
男
性
）●

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
役
に

立
て
た
り
行
動
し
て
い
た
だ
け
た

り
す
る
こ
と
が
広
報
誌
の
役
割
と

心
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご

愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

毎
朝
５
時
半
頃
に
国
分
向
花

の
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
うを
散
歩
し
ま
す
。

毎
日
、
歩
道
部
分
の
舗
装
の
隙
間

に
根
を
張
っ
た
草
を
除
草
し
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
誰

に
頼
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
大

変
な
作
業
を
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
一
人
黙
々
と
作
業
を
さ
れ
る

姿
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。
一
年
中
、

毎
朝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
毎
日
気
持
ち
よ
く

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
き
ま
す
。（
散
歩

が
唯
一
の
運
動
69
歳
男
性
）

●

多
く
の
方
が
お
見
掛
け
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

声
を
代
表
し
て
「
寒
い
冬
の
日
も
、

暑
い
夏
の
朝
も
、
い
つ
も
あ
り
が

吉永キクヱさん（国分）

⃝  日時＝９月22日（木・祝）午前９時30分
～午後２時

⃝  場所＝皇子原公園（蒲牟田３-251）
⃝  内容＝焼肉フェスティバルやステージ
ショー、かぼちゃコンテストなど
＝高原町観光協会  ☎0984（42）4560

⃝  日時＝10月1日（土）午前11時～午後8時
⃝  場所＝観音池公園自由広場（高城町石
山4195）

⃝  内容＝「肉と焼酎のふるさと・みやこ
んじょ」花火大会も同時開催
＝都城観光協会  ☎0986（23）2460

皇
おう

子
じ

原
ばる

公園ヒガンバナまつり 都城焼肉カーニバル高原町 都城市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2016.9

Readers
Voice

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

高
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部

し
た
息
子
。
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
３
年

の
夏
、
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
で
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
息
子
の
出
な
い
試
合
を
応

援
に
行
く
と
、
試
合
前
の
練
習
で

友
だ
ち
が
息
子
の
ス
パ
イ
ク
を
履

い
て
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
な
か
っ
た
息
子

を
思
っ
て
友
だ
ち
が
履
い
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。
友
だ
ち
っ
て
い
い

な
あ
と
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。（
う

れ
し
い
母
50
歳
女
性
）

●

い
い
お
話
で
す
ね
。
お
母
さ
ん

の
目
頭
も
熱
く
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
息
子
さ
ん
も
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
は
韓
国
の
高コ

ウ

在ジ
ョ

映エ
ン

で
す
。

７
月
に
霧
島
へ
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
霧
島
神
宮
境
内
の
穏

や
か
な
参
道
、
大
き
な
ご
神
木
、

霧
島
神
話
の
里
公
園
で
の
食
事
、

城
山
公
園
の
展
望
台
か
ら
見
た
霧

島
山
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
城
山
公
園
で
も

ら
っ
た
広
報
き
り
し
ま
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
聴
け
る
Ｆ
Ｍ
き

り
し
ま
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
韓
国
で
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
を

聞
い
て
い
ま
す
。
広
報
き
り
し
ま
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
便
利
で
す
。
韓
国
の

友
だ
ち
と
ま
た
霧
島
に
観
光
に
行

く
つ
も
り
で
す
。（
韓
国
・
高
在
映
）

●

韓
国
で
広
報
誌
や
Ｆ
Ｍ
き
り
し

ま
を
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
て
い

た
だ
き
感
激
で
す
。
ま
た
霧
島
に

お
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
西

の
端
に
ハ
イ
テ
ク
展
望
台

が
あ
り
ま
す
。
南
に
は
姶
良
カ
ル

デ
ラ
を
実
感
で
き
る
錦
江
湾
や
桜

島
、
若わ

か

尊み
こ

鼻ば
な
、
北
に
は
高
千
穂
峰

や
空
港
、
城
山
公
園
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
遊
具
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
公
園
内
の
木
々
や
芝

生
も
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
て

ご
家
族
で
も
お
友
だ
ち
同
士
で
も

楽
し
め
る
場
所
で
す
。
１
市
６
町

が
合
併
し
て
10
年
。
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
霧
島
市
の
観
光
地
や
行

事
を
広
報
き
り
し
ま
や
Ｆ
Ｍ
き
り

し
ま
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
知

る
機
会
も
あ
り
、
そ
し
て
訪
れ
る

こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
９
月

●

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
も

し
も
の
時
に
備
え
て
自
分
の
情
報

や
希
望
な
ど
大
切
な
こ
と
を
書
き

留
め
て
お
く
ノ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。

今
で
は
専
用
の
ノ
ー
ト
が
市
販
さ

れ
、
家
族
の
た
め
に
書
き
留
め
る

人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

道
路
に
穴
ぼ
こ
が
あ
り
、
事

故
で
も
あ
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
市
役
所
に
相
談
し
ま
し

た
ら
、
す
ぐ
に
補
修
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
幼
稚
園
や
小
学
校

の
通
り
な
の
で
保
護
者
の
方
も
安

心
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
市

役
所
の
建
設
施
設
管
理
課
の
速
や

か
な
対
応
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（
隼
人
の
サ
ザ
ヱ
さ
ん
68

歳
女
性
）

●

道
路
の
穴
ぼ
こ
は
大
変
危
険
で

す
。
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
建
設
施

設
管
理
課
（
☎
64
－
０
９
７
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
６
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

15
日
は
中
秋
の
名
月
、
17
日
は
満

月
で
す
。
各
地
域
で
も
十
五
夜
の

行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
お
天
気
が
良
け
れ
ば
上
野

原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
展
望
台
で
縄

文
の
人
も
眺
め
て
い
た
で
あ
ろ
う

月
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。（
縄
文
人

51
歳
女
性
）

●

今
月
の
ア
イ
ラ
ブ
霧
島
は
上
野

原
縄
文
の
森
。
展
望
台
は
そ
の
近

く
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

災
害
や
事
件
が
相
次
ぐ
中
、

突
然
最
愛
の
人
と
の
別
れ

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
思
い
は

図
り
知
れ
ま
せ
ん
。
人
生
の
最
期

を
ど
の
よ
う
に
締
め
く
く
り
た
い

か
を
家
族
で
話
題
に
し
、エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
突

然
の
別
れ
は
喪
失
感
が
い
つ
ま
で

も
心
を
む
し
ば
み
ま
す
が
、
ノ
ー

ト
が
あ
る
と
、
残
さ
れ
た
者
は
後

悔
や
悲
し
み
の
念
が
和
ら
ぎ
未
来

に
向
け
て
少
し
ず
つ
歩
め
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
命
の
教

育
と
信
じ
て
残
り
を
つ
づ
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。（
さ
ゆ
り
53
歳

女
性
）

⃝  日時＝10月８日（土）午後２時30分～
３時50分

⃝ 場所＝ 鹿児島アリーナ（永吉1-30-1）
⃝  演題＝「夢は果てしなく永遠に」
⃝  講師＝池谷幸雄さん
＝�実行委員会  ☎099（227）1950

市民生き生きスポ・レクフェスタ2016鹿児島市
⃝  期間＝９月22日（木・祝）午前９時30分
～午後１時

⃝  場所＝山田小学校（下名1018）
※ 田園地帯に並ぶユニークなかかしの展
示は、９月10日（土）～ 30日（金）。
＝�事務局  ☎（73）7434

山田の里かかし祭り姶良市
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〈随ずいそう想〉

9PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

美しい自然をたたえた、霧島硫黄谷温泉。古来より、あふれる湯量と
多彩な泉質で、湯治に訪れた人 を々癒やしてきました。坂本龍馬も訪
れた、開湯三百余年「硫黄谷温泉」と鹿児島の山海の恵みを味わう
郷土会席をご堪能ください。日帰り入浴のご利用も歓迎しています。

情
熱
と
行
動
力
で
結
果
を
出
す

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

環
境
省
は
今
年
３
月
、
新
た

な
観
光
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準

の
公
園
に
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た

め
に
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
策
定
。
平
成
32
年

度
ま
で
に
訪
日
客
の
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
な
ど
を
集
中
的
に

実
施
す
る
先
駆
的
な
モ
デ
ル
と

し
て
、
全
国
に
32
あ
る
国
立
公

園
の
う
ち
５
か
所
程
度
を
選
定

す
る
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

私
は
間
髪
入
れ
ず
霧
島
錦
江

湾
地
域
を
選
定
す
る
よ
う
環
境

省
に
要
望
書
を
提
出
。
小
里
衆

議
院
議
員
の
お
力
添
え
も
い
た

だ
き
な
が
ら
数
回
に
わ
た
り
環

境
省
の
ト
ッ
プ
へ
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
地
元
の
熱
意
を

粘
り
強
く
訴
え
続
け
た
結
果
、

選
定
箇
所
が
８
か
所
に
広
が
り
、

霧
島
の
「
選
定
」
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
快

挙
に
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
の
両

県
知
事
か
ら
も
直
接
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
選
定
」は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

動
に
も
弾
み
が
つ
き
ま
す
。「
霧

島
錦
江
湾
国
立
公
園
」
を
世
界

に
誇
れ
る
自
然
公
園
と
し
て
、

自
然
の
保
護
と
活
用
の
両
面
か

ら
官
民
連
携
し
て
訪
日
客
の
受

け
入
れ
態
勢
を
整
備
し
、
活
用

の
拡
大
と
観
光
客
の
誘
客
、地
域

の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,638人（－318）
男性／ 60,768人（－317）　
女性／ 65,870人（－ 1）
出生 83人／死亡114人
転入331人／転出609人
◎世帯数／59,963世帯（－336）

（平成28年８月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

ほめられて伸びる人。叱られて伸びる人。いろんなタイプがいます
が、誰しも褒められるとうれしいですよね。4ページの「キリシマ

イスター憲章」は切り取ったり書き写したりして目に見えるところに貼り
ましょう。キリシマイスターカードが霧島市を進化させます（上小園）

めで見て楽しむ坂口さんの絵。作業場に訪れると最初に目に入った
のは、大きなバナナの木に花と緑であふれた広い庭。天気のいい

日は、この庭で描くこともあるそうです。撮影しながら癒やされました。10
月のアートマーケットに向けて準備中の坂口さん。楽しみです（土井）

よく「もったいない」と思うのが、酒宴での料理。箸も付けられず下
げられる料理は、さぞ無念のはず。真剣に悩んで選ばれた料理

も、満腹になると「見たくない」とつれない態度。これが人相手の仕打ち
なら恨まれたって仕方ない。ごみは人を映す鏡かもしれません（川床)

うつくしい霧島の大自然で自信に満ちた優しい語り口と穏やかな表
情、あらためて自分を見つめ直すことができた人の風景の取材。霧

島の歴史についてはまだまだ勉強不足です。宮ノ内さんから教わったこ
とをしっかり身に付けて広報誌で霧島の魅力を伝えていきます（木原）

霧島市ホームページ

◎�お便りをくださった方の中から、霧島ホテルより「黒豚しゃぶ鍋付硫黄谷会席と温泉日帰り券」
のペアチケットを２人の方にプレゼント。応募締め切りは９月21日（水）。当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の表紙

子どもの気持ちを分かってあげていますか。
子どものSOSに気付いていますか。
子育てに一生懸命になる余りに、ついついイライラして
しまい、後悔して自分を責めてしまった経験はありませんか。
今回の市民健康講座は、子育てカウンセラーや心療内科
医として全国的に著名な富山病院の心療内科部長・明

あき

橋
はし

大
だい

二
じ

さんの講演があります。
◦�日　　時＝９月24日（土）午後１時30分～３時45分
◦�場　　所＝国分総合福祉センター
◦�演　　題＝子育てハッピーアドバイス
◦�対　　象＝小・中学生の保護者など　※託児はありません。
◦�定　　員＝先着120人
◦�申込方法＝事前に電話で

市民健康講座で子育てが楽になる
コツを学びませんか

←�市ホームページから
もプレゼントの申し
込みができます。

「黒豚しゃぶ鍋付硫黄谷会席と温泉日帰り券」（料理＋入浴＋休憩）
ペアチケットをプレゼント

霧島ホテル 検索
牧園町高千穂3948  ☎ （78）2121

霧島永水で見つけたクリの木です。ま
だ早いかなと思いながら近づくと、きれ
いな茶色の実を発見。連日35℃を超
える猛暑の中、秋の訪れを見つけた
瞬間でした。秋はクリや柿、アケビな
ど自然の恵みがたくさん。中でも、甘
く煮付けて皮ごと食べられる渋皮煮
は、子どもの頃、母親が作ってくれた最
高のおやつでした。朝夕は少し涼しく
なり、クリたちも出番間近。秋はもうそ
こまで来ているのでしょうね（上小園）

秋はそこまで
（霧島永水）

８月20日　午後２時54分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70 ～200㎜
F2.8　1/1600s　�F2.8　�ISO800

の
目
で
実
際
に
見
る
こ
と
の
で
き

る
ぜ
い
た
く
さ
を
、
心
か
ら
感
じ

ま
す
。

心
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
上
で
、

数
と
い
い
質
と
い
い
、
公
民
館
講

座
が
こ
ん
な
に
充
実
し
て
い
る
文

化
的
な
自
治
体
を
、
ほ
か
に
知
り

ま
せ
ん
。

私
は
公
民
館
講
座
で
韓
国
語
を

学
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
、
韓
国

の
方
々
と
一
緒
に
九
州
オ
ル
レ
霧

島
・
妙
見
コ
ー
ス
を
歩
き
、
さ
ら

に
は
登
山
ま
で
始
め
ま
し
た
。

一
つ
の
習
い
事
で
、
人
の
輪
や

視
野
、
世
界
が
広
が
っ
て
、
お
か

げ
で
私
の
人
生
は
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
外
国
語
を
習
得
す
る

こ
と
で
、
外
側
か
ら
見
た
日
本
に

つ
い
て
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

自
分
が
吸
収
し
て
き
た
こ
と
の

全
て
が
、
今
の
自
分
を
作
っ
て
い

ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
思
い

切
っ
て
何
か
を
始
め
る
こ
と
は
本

当
に
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

登
山
に
行
け
ば
日
本
百
名
山
の

一
つ
で
あ
る
霧
島
山
（
韓
国
岳
・

高
千
穂
峰
）
の
頂
上
か
ら
３
６
０

度
見
渡
す
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
。

汗
を
乾
か
す
風
の
爽
快
さ
。
日
帰

り
登
山
に
ぴ
っ
た
り
の
山
が
近
く

に
あ
る
こ
と
は
、
恵
ま
れ
た
環
境

だ
と
思
い
ま
す
。

飛
行
機
か
ら
見
下
ろ
す
、
鹿
児

島
空
港
が
あ
る
溝
辺
町
の
風
景
も

Profile

自然に囲まれたぜいたくな時間
◎日下部  惠

大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、

中
学
生
の
時
に
母
の
故
郷
で
あ
る

鹿
児
島
に
一
家
で
移
り
住
み
ま
し

た
。
私
の
霧
島
市
で
の
生
活
は
、

通
算
35
年
に
な
り
ま
す
。

14
歳
と
い
う
多
感
な
時
期
に
全

く
雰
囲
気
の
違
う
土
地
に
や
っ
て

来
た
当
初
は
、
方
言
や
習
慣
の
違

い
な
ど
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ

か
り
鹿
児
島
に
な
じ
み
ま
し
た
。

霧
島
市
の
魅
力
は
、
や
は
り
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
だ
と
思
い
ま

す
。ち

ょ
っ
と
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、

原
生
林
の
広
が
る
豊
か
な
山
の
中

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
り
、
豪
快

な
滝
を
間
近
で
見
ら
れ
た
り
、
鮎

が
泳
ぐ
川
べ
り
で
一
息
つ
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
々
の
緑
は
色
濃
く
、
森
林
・

樹
木
の
香
り
の
か
ぐ
わ
し
さ
に
包

ま
れ
た
山
道
を
歩
け
ば
、
日
常
の

ス
ト
レ
ス
が
ほ
ぐ
せ
ま
す
。

夕
方
、
空
が
広
く
見
え
る
場
所

で
夕
焼
け
を
見
る
の
も
大
好
き
で

す
。刻

一
刻
と
変
化
す
る
、
自
然
が

描
く
壮
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
。
自
分

大
好
き
で
す
。
自
然
色
で
織
り
な

す
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
美
し

い
茶
畑
な
ど
を
目
に
す
る
た
び
に
、

ま
る
で
絵
本
の
世
界
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

毎
日
の
生
活
で
は
、
安
い
料
金

で
気
軽
に
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
地
元
で
採
れ
る
質
の

い
い
食
材
を
毎
日
ふ
ん
だ
ん
に
取

り
入
れ
て
、
心
と
体
に
と
っ
て
本

当
の
意
味
で
の
豊
か
な
暮
ら
し
を

送
っ
て
い
ま
す
。 

素
晴
ら
し
い
自
然
の
恵
み
に
囲

ま
れ
た
、
霧
島
市
で
過
ご
す
ぜ
い

た
く
な
時
間
。
空
、
海
、
川
、
森
、

山
、
緑
。
こ
れ
か
ら
も
大
自
然
が

織
り
な
す
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
、

私
に
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

夕
焼
け
を
見
に
よ
く
訪
れ
る
下
井
海
岸
。

散
策
も
気
持
ち
よ
く
、
こ
こ
か
ら
見
る
桜

島
や
神
造
島
の
風
景
が
大
好
き

くさかべ めぐみ（52）

大阪府出身。市日韓交
流事業「日韓親善子供大
使�友好の翼」で、韓国
語通訳ボランティアを
行う。趣味は旅行、読
書、映画鑑賞、カラオケ。
ハングル能力検定試験�
準２級取得。隼人町在住。

�問・�申＝健康増進課  ☎（64）0905

入場無料

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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広告

地鶏料理  桜島溶岩焼

みやま本舗

みやま本舗では、掘りごたつ席、カウンター席全90席をご用意
しております。
今回お客様のご要望により、創業26年で培った知識をもとに「焼
かない会席メニュー」を誕生させました。みやま本舗と姉妹店海
船ぶた丸とのコラボで、お刺身は個々で鶏か魚かを選べ、茶碗蒸
しをはじめ、煮物、揚げ物、デザートと計8品をご用意させてい
ただきました。ぜひ、忘年会・新年会各種宴会の際に、お試しく
ださい。定番の「桜島溶岩焼コース」も不動の人気です。
ランチでは、女性に人気のトマト&チーズのテリヤキチキンラン
チも新登場。お時間の許す限り女子トークをお楽しみください。
また、スポーツ少年団の打ち上げなども対応させていただきま
すので、お気軽にご相談ください！

◦�駐車場はお近くのパークプラザをご利用ください。
◦ 昼は980円以上、夜は2,000円以上のお食事で、２時間の無料駐車券をお渡し

しております。（駐車券を忘れずにご持参ください）

みやまグループ店舗
■鹿児島中央駅店 鹿児島市中央町1-1 JR中央駅内 ☎（099）253-2228
■天文館店 鹿児島市千日町13-25-1F ☎（099）222-2541
■二官橋通り店 鹿児島市山之口町10-25-1F ☎（099）248-9711
■霧島店 霧島市霧島田口1611-10 ☎（0995）57-0201
■地方発送販売所 霧島市隼人町真孝11-1 ☎（0995）73-3339
■串揚げ／串庵 霧島市国分中央3丁目6-7 ☎（0995）55-5577
■海船ぶた丸 霧島市国分中央3丁目7-22-1F ☎（0995）55-6777
http://miyamahonpo.com/

地鶏料理一筋  うまさそのままに。

60名様規模の宴会可能／個室15部屋完備

き
り
し
ま
国
分

山
形
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鹿児島銀行 みやま
本舗
国分店
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ランチに新
メニュー登

場！

トマト＆チ
ーズの

テリヤキチ
キンランチ

柔らかくジューシーなチキンに、コクのあるトマ

トソースと香ばしい濃厚チーズが絶妙にマッチ！

ライス、地鶏そば、サラダ、ドリンクが付いて

980円です。ぜひ一度ご賞味ください！

中とじの

クーポン券も

ご利用ください

会席メニュー誕生 !

霧島市国分中央３丁目14-9  ☎0995-46-2228
（昼）11：30～ 15：00��（夜）17：15～ 23：30（LO23：00）

新！


